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福島県
大沼郡
三島町

三島町は、福島県の西部を流れる只
見川沿いの小さな町です。優良な「会
津桐」の産地として知られるほか、
小正月の行事「サイノカミ」や、野
山の材料で作る「編み組細工」など
の伝統が受け継がれ、「日本で最も
美しい村」連合に加盟しています。

　９月 25 日に宮下ふれあい公園「びおたん」におい
て行われた、「田んぼの学校　稲刈り」の様子。
　曇り空で活動しやすい天候の下、三島小学校３～６
年生、29 名が、宮下びおたんクラブ、農業委員会、教
育委員会の皆さんや学校の先生の指導を受けながら、
元気に稲刈りを実施しました。
　どの子どもも、笑顔いっぱいで、次の活動で自分た
ちで育てたお米を食べられる時を楽しみにしていまし
た。



一般会計

歳　入
特別交付税 ( 除雪費） 30.8％増、 基金繰入による繰入金 31.7％増

一般会計

歳　出
豪雪対応による維持補修費 49.4％増、 人事院勧告に伴う給与増など

による人件費 6.8％増
　

基
金
は
﹁
町
の
貯
金
﹂
で
す
︒
財

政
調
整
基
金
︑
各
種
特
定
目
的
基
金

と
各
種
貸
付
基
金
で
あ
る
定
額
運
用

基
金
が
あ
り
ま
す
︒
近
年
は
歳
出
に

対
し
て
歳
入
が
不
足
し
て
い
る
た
め
︑

積
立
よ
り
も
取
崩
し
額
の
ほ
う
が
多

く
︑
基
金
の
残
高
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
︒

　

令
和
６
年
度
は
財
政
調
整
基
金
の

ほ
か
︑
公
共
施
設
整
備
基
金
︑
ま

ち
づ
く
り
基
金
な
ど
計
４
億
４
︐

１
２
７
万
円
を
取
り
崩
し
︑
基
金
残

高
は
13
億
８
︐
３
５
５
万
円
と
な
り

ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
昨
年
度
は
︑﹁
実
質
公
債
費

比
率
﹂
の
上
昇
を
抑
え
る
に
︑
減
債

基
金
を
取
り
崩
し
︑
繰
り
上
げ
償
還

を
実
施
し
た
結
果
︑
公
債
費
比
率
の

上
昇
を
抑
制
し
ま
し
た
が
︑
基
金
の

残
高
が
減
少
し
た
影
響
で
︑
将
来
負

担
比
率
が
初
め
て
発
生
し
ま
し
た
︒

会 計 種 別 歳出決算額 増減率

一 般 会 計 26億 4,303万円 ▲ 9.0％

特
別
会
計

国民健康保険 1億 5,851万円 ▲ 1.4％

路 線 バ ス 3,313万円 2.2％

介 護 保 険 ３億8,116万円 ▲ 6.2％

後期高齢者医療 3,834万円 7.1％

簡 易 水 道 1億 3,483万円 ▲23.2％

下 水 道 8,307万円 ー

合　計 34億 7,207万円 ▲ 9.9％

令和6年度会計別決算額

自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に
防
ぎ
、
財
政

状
況
の
悪
化
し
た
自
治
体
に
対
し
て
早
期
に
健
全

化
を
促
す
た
め
に
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
「
健
全
化
判
断

比
率
」
と
「
資
金
不
足
比
率
」
の
公
表
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
健
全
化
判
断
比
率
の
中
で
、
一

般
財
源
の
規
模
に
対
す
る
公
債
費
（
借
金
の
返
済

金
）
の
割
合
を
示
す
「
実
質
公
債
費
比
率
」
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
実
質
公
債
費
比
率
が
18
％
を
超

え
る
と
、
地
方
債
を
発
行
す
る
た
め
に
、
総
務
大

臣
ま
た
は
県
知
事
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

地
方
債
は
、
地
方
公
共
団
体
が
財
政
上
必
要
と

す
る
資
金
を
外
部
か
ら
調
達
す
る
た
め
の
重
要
な

手
段
で
す
。
一
般
財
源
の
不
足
を
補
完
す
る
機
能
を

有
し
て
お
り
、
許
可
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
歳
入
予

算
の
編
成
は
極
め
て
困
難
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
公
債
費
比
率
を
下
げ
る
た
め

に
、
繰
り
上
げ
償
還
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

単
年
度
で
1.0
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
改
善
が
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
普
通
建
設
事
業
費
の
抑
制
が
必
要
で
す
。

対象となる事業 令和５年度 令和6年度 経営健全化基準

簡 易 水 道 事 業 78.2％ 不足なし
20.0％

下 水 道 事 業 不足なし 不足なし

資金不足比率

判断指標 令和５年度 令和6年度 早期健全化基準
実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 15.0％
連 結 実 質
赤 字 比 率

赤字なし 赤字なし 20.0％

実 質 公 債
費 比 率

12.7％ 15.6％ 25.0％

将来負担比率 ― 5.5％ 350.0％

健全化判断比率

決
算

　

町
の
一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別
会
計
の
令
和
６
年
度
決
算
が
、
町

議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
で
前
年
度
と
比

較
す
る
と
、
歳
入
総
額
は
5.8
％
減
、
歳
出
総
額
は
9.0
％
減
と
な
り
ま

し
た
が
、
経
常
収
支
比
率
は
9.9
％
増
加
し
、
１
０
９.

２
％
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
経
常
的
な
収
入
だ
け
で
は
経
常
的
な
経
費
を
賄
い
き
れ

ず
、
臨
時
的
な
収
入
も
充
当
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
５
年
間
で
経
常
収
支
比
率
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

要
因
は
物
価
高
騰
に
よ
り
、
燃
料
費
、
光
熱
費
、
消
耗
品
費
、
通
信

運
搬
費
、
保
険
料
、
委
託
料
な
ど
が
軒
並
み
上
昇
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
多
く
は
、
経
常
的
に
発
生
す
る
性
質
の
た
め
、
経
常
収
支
比
率

が
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
令
和
６
年
度
は
豪
雪
の
影
響
で
除
雪
費
用
が
増
加
し
た
こ

と
、
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
人
件
費
が
増
加
し
た
こ
と
が
主
な
要
因

と
考
え
て
い
ま
す
。
経
常
収
支
比
率
の
増
加
は
、
財
政
の
硬
直
化
が

一
層
進
ん
で
い
る
結
果
と
い
え
る
た
め
、
今
後
、
経
常
的
な
経
費
の

見
直
し
と
削
減
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
で
す
。

令
和
６
年
度

基　金　種　別 令和6年度末残高 増　減

一般会計繰入が可能な基金の合計 11億 4,433万円 ▲４億 3,927 万円

財政調整基金 ４億 3,379 万円 ▲１億 3,941万円
減債基金 ３億　391万円 ▲１億 9,908 万円

その他の各種特定目的基金 4億　663万円 ▲１億 78万円

国民健康保険基金 2,536 万円 ▲ 200万円

介護給付費準備基金 4,976 万円 0円

定額運用基金 1億 6,410 万円 ー

合計 13億 8,355万円 ▲４億 4,127 万円

扶助費
8,463万円
（3.2%）

　令和６年度は令和５年度と比較して歳
入総額が173,586千円減少しました（5.8％
減）。
　これは、普通建設事業費が大幅に減少し
たことにより、財源となる町債や補助金等
が減少したことが原因です。
　具体的には、過疎対策事業債252,700
千円減などによる町債224,556千円減
（58.3％減）、燃料供給に関する計画に基
づく設備整備等事業補助金66,252千円皆
減などによる諸収入62,736千円減(69.7%
減）、「歳時記の郷・奥会津」活性化事業(食
鳥処理施設整備）完了による100,000千円
皆減、ふくしま森林再生事業6,567千円減
などによる県支出金77,243千円減（34.2％
減）となりました。一方、繰り上げ償還を
実施したことにより、減債基金繰入金
199,100千円が皆増となり繰入金が31.7%
増加しました。その他、定額減税減収補填
特例交付金により地方特例交付金が増
となったほか、豪雪により特別交付税が
30.8％増加しました。

繰出金繰出金
1億 1,841万円1億 1,841万円
（4.5%）（4.5%）

町税
1億 6,458 万円
（5.8%）

使用料及び手数料 3,672万円
（1.3%）
分担金および負担金 86万円分担金および負担金 86万円
財産収入 575万円財産収入 575万円
寄附金1,942万円寄附金1,942万円
（0.9%）（0.9%）

諸収入
2,733万円
（1.0%）

地方譲与税 2,379 万円

利子割交付金 5万円

配当割交付金 83万円

株式等譲渡所得割交付金107万円

法人事業税交付金 367万円

地方消費税交付金 3,866 万円

環境性能割交付金111万円

地方特例交付金 520万円

（2.5%）

歳入
28 億
3,993 万円

歳出
26 億
4,303 万円

繰入金 4億 8,564 万円（17.1%）

繰越金繰越金
1億 896万円1億 896万円
（3.8%）（3.8%）

地方交付税
14億 8,866 万円
（52.4%）

国庫支出金国庫支出金
１億1,829 万円１億1,829 万円
（4.2%）（4.2%）

県支出金県支出金
1億 4,890 万円1億 4,890 万円
（5.3%）（5.3%）

町債
1億 6,044 万円
（5.7%）

人件費人件費
4億 8,078 万円4億 8,078 万円
（18.2%）（18.2%）

公債費公債費
5億 4,810 万円5億 4,810 万円
（20.7%）（20.7%）

普通建設事業費普通建設事業費
2億 5,405万円2億 5,405万円
（9.6%）（9.6%）

物件費物件費
4億 4,246 万円4億 4,246 万円
（16.7%）（16.7%）

維持補修費維持補修費
2億 908万円2億 908万円
（7.9%）（7.9%）

補助費等補助費等
4億 3,039 万円4億 3,039 万円
（16.3%）（16.3%）

積立金積立金
１億 5,013万円１億 5,013万円
（1.9%）（1.9%）

自主財源（29.9％
）

自主財源（29.9％
）

依存財源（70.1
％）依存財源（70.1
％）

歳出
26 億
4,303 万円

義務的
経
費
（
42.1％

）

義務的
経
費
（
42.1％

）

投資的事業費
(9.
8％

)

投資的事業費
(9.
8％

)

そ
の
他
の
経
費
（
48.1％

）

そ
の
他
の
経
費
（
48.1％

）

災害復旧事業費
420万円
（0.2%）

財
政
健
全
化

基
　
　
金

　三島町サービスステーション（ガソリンスタンド）
整備、ケーブルテレビ放送設備更新、食鳥処理施設
整備が令和５年度で完了したため、令和６年度は普
通建設事業費が大幅に減少しました。
　また、土地開発基金積立金、減債基金積立金の皆
減などにより積立金が 63.3%減となりました。一方
で、人事院勧告に伴う給与の増額などにより人件費
は 6.8% の増、繰り上げ償還による公債費 30.5% の
増、豪雪による影響で除雪費が増加したことなどに
より維持補修費が 49.4%増となりました。
　経常収支比率の上昇、実質公債費比率の上昇をふ
まえ、財政状況の悪化を抑えるために、特定財源の
ない経費の抑制はもちろん、計画されている建設事
業等について不断の見直しを行い、起債借入額を低
く抑えていくことが必須です。

※ 令和５年度の将来負担比率はマイナスとなり算定されないため「－」となります。

※ 令和５年度は水道会計の公営企業会計への移行に伴い、打ち切り決算となった

　ため、資金不足が発生しましたたが、令和６年度は資金不足が発生していません。
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敬
老
会

▲ 飯塚国英三島町老人クラブ連合会長による謝辞

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ま

︵
昭
和
12
年
生
ま
れ
の
88
歳
︶

白
寿
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方

︵
昭
和
元
年
生
ま
れ
の
99
歳
︶

黒
田
　
常
　
志
　
様
（
宮
下
）

長
郷
　
マ
サ
子
　
様
（
間
方
）

二
瓶
　
宗
一
郎
　
様
（
西
方
）

（
故
）渡
部
　
喜
代
志
　
様（
高
清
水
）

　

三
島
町
敬
老
会
は
９
月
4
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
満
75
歳
以
上
の
方
４
９
２

名
を
招
待
し
、
当
日
は
１
４
７
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
︒

　

結
婚
50
年
の
金
婚
夫
婦
２
組
が
福
島
民
報
社
か

ら
表
彰
さ
れ
、
会
津
坂
下
支
局
長
よ
り
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
︒

　

ま
た
、
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
る
方
16
名
、
99
歳

の
白
寿
を
迎
え
る
方
４
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
︒

　

矢
澤
源
成
町
長
の
挨
拶
に
続
き
、
二
瓶
俊
浩
議

会
議
長
と
飯
塚
国
英
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
︒

　

式
典
の
後
の
演
芸
会
で
は
、
三
島
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
の
演
技
や
三
島
町
役
場
職
員
に
よ
る
ダ

ン
ス
、
そ
し
て
三
遊
亭
円
福
さ
ん
の
落
語
な
ど
を

鑑
賞
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
︒

９
月
20
日
に
美
坂
高
原
に
お
い

て
﹁
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー

２
０
２
５
~
ミ
サ
カ
ノ
ヨ
ゾ
ラ
~
﹂
が

開
催
さ
れ
、
約
２
５
０
人
の
方
が
来
場

さ
れ
ま
し
た
︒

　

マ
ル
シ
ェ
で
は
、
町
内
外
の
美
味
し

い
食
べ
物
や
加
工
品
な
ど
が
出
店
さ
れ

ま
し
た
︒
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
の
展
示
の

ほ
か
、
ピ
ザ
焼
き
体
験
も
行
わ
れ
ま
し

た
︒

　

チ
キ
ン
の
着
ぐ
る
み
を
着
て
の
、﹁
美

坂
高
原
チ
キ
ン
レ
ー
ス
﹂は
大
白
熱
し
、

星
座
ラ
ン
タ
ン
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
美
し
い
ラ
ン
タ
ン
を
制
作
出

来
て
、参
加
者
は
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
︒

　

夜
は
、
雨
が
降
る
な
か
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
会
津
美
里
町
出
身
の
山
浦
雅

也
さ
ん
と
ク
ア
チ
ュ
ー
ル
・
ベ
ー
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
の
美

し
い
音
色
が
来
場
者
を
魅
了
し
て
い
ま

し
た
︒
渡
部
潤
一
先
生
に
よ
る
美
し
い

天
体
写
真
の
説
明
会
が
行
わ
れ
、
集

ま
っ
た
お
客
さ
ん
は
熱
心
に
説
明
を
聴

い
て
い
ま
し
た
︒
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
一
部
変
更
し
、
猪
俣
慎
吾
先
生
の
星

景
写
真
の
現
像
・
レ
タ
ッ
チ
講
座
で
は
、

時
間
を
延
長
し
て
開
催
さ
れ
、
次
々
と

質
問
が
で
て
お
り
ま
し
た
︒

今
回
は
美
し
い
星
空
を
見
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
︒

地　

区

氏　

名

宮　

下

浅　

井　

清　

一　

様

宮　

下

小　

林　

洋　

子　

様

桑　

原

寺　

川　

善　

正　

様

桧　

原

阿　

部　

タ
ケ
子　

様

桧　

原

鈴　

木　

美　

子　

様

大　

谷

五
十
嵐　

住　

江　

様

西　

方

小　

柴　

一　

郎　

様

西　

方

坂　

内　

澄　

男　

様

西　

方

飯　

塚　

ミ
ト
リ　

様

西　

方

小　

柴　

洋　

子　

様

西　

方

渡　

部　

洋　

子　

様

大
石
田

渡　

部　
　
　

肇　

様

大
石
田

五
十
嵐　

喜
勢
子　

様

名　

入

二　

瓶　

政　

一　

様

名　

入

稻　
　
　

洋　

子　

様

早　

戸

五
十
嵐　

絹　

子　

様

結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
た
方

︵
結
婚
年
月
日
順
︶

地　

区

氏　

名

大　

谷
五
十
嵐　

富
一
・
イ
セ
子

ご
夫
妻

浅　

岐
角
田　

憲
一
・
久
子　
　

ご
夫
妻

皆 様 の ご 長 寿 を 祝 っ て

▲ しあわせ金婚夫婦の表彰を受ける五十嵐夫妻（左）、角田夫妻（右）

演 芸 プ ロ グ ラ ム

▲ 三遊亭円福さんによる落語 ▲ 三島保育所によるおゆうぎ「ぼよよん行進曲」▲ 役場職員による「ダンシング・ヒーロー」

スターウォッチングツアー　2025

ミサカノヨゾラミサカノヨゾラ

◀
マ
ル
シ
ェ
の
様
子

◀
ピ
ザ
焼
き
体
験

◀
美
坂
高
原
チ
キ
ン
レ
ー
ス

◀
ラ
ン
タ
ン
づ
く
り

◀
雨
の
降
っ
た
夜
の
マ
ル
シ
ェ

◀
﹁
ク
ア
チ
ュ
ー
ル
・
ベ
ー
﹂
に
よ

　

る
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

◀
猪
俣
慎
吾
先
生
に
よ
る
星
景

　

写
真
撮
影
講
習
会

◀
渡
部
潤
一
先
生
に
よ
る
天
体

　

講
演
会

昼の部夜の部
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交　流
台湾雲林県立樟湖生態国民中小学校視察

　

三
島
町
で
は
、
教
育
理
念
で
あ
る
「
ふ
る

さ
と
と
自
分
に
誇
り
が
持
て
る
人
づ
く
り
」

に
基
づ
く
教
育
の
推
進
、
地
方
創
生
や
人
口

減
少
・
少
子
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
８
月
27
日
に
台
湾
雲
林

県
の
樟し

ょ
う
こ湖
生
態
国
民
中
小
学
校
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

本
視
察
で
、
国
際
交
流
や
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
観
点
か
ら
教
育
の
方
向
性
や
目
標
を
共
有

し
、
今
後
の
交
流
の
可
能
性
や
課
題
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
な
ど
に
よ
り
、
両
地
域
の
教

育
の
質
向
上
並
び
に
地
域
活
性
化
を
目
的
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

同
校
が
所
在
す
る
樟し

ょ
う
こ湖
地
域
は
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
が
進
む
一
方
、
同
校
は
実
験

教
育
校
と
し
て
特
色
あ
る
取
組
を
展
開
し
、

２
０
０
６
年
に
は
24
名
ま
で
減
少
し
た
児

童
・
生
徒
数
が
現
在
は
１
６
０
名
に
ま
で
増

加
し
て
い
ま
す
。
全
寮
制
に
よ
る
９
年
間
一

貫
教
育
の
も
と
、
学
力
向
上
だ
け
で
な
く
、

文
化
継
承
や
社
会
性
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

い
る
点
が
特
徴
で
す
。

　

特
徴
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
途
絶

え
て
い
た
竹
紙
づ
く
り
を
授
業
に
取
り
入
れ
た
伝

統
文
化
の
継
承
や
、
課
題
解
決
型
学
習
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）

の
導
入
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
生
徒
自
ら
課
題
を
設

定
し
解
決
を
図
る
学
習
法
に
よ
り
、
地
域
特
産
物

を
活
用
し
た
商
品
開
発
や
５
日
間
で
５
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
自
転
車
で
走
破
す
る
と
い
っ
た
挑
戦

的
活
動
を
経
験
し
、
問
題
解
決
力
や
協
働
性
を

養
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
や
企
業
と
の
連
携
も
盛
ん
で
、
社

会
奉
仕
活
動
や
企
業
寄
附
に
よ
る
教
育
支
援
が
成

果
を
支
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
際
教
育
を
重

視
し
、
日
本
を
含
む
各
国
と
の
交
流
を
進
め
、
児

童
・
生
徒
に
広
い
視
野
を
持
た
せ
て
い
る
点
も
大

き
な
特
色
で
す
。

　

教
育
理
念
は
「
誰
に
も
天
賦
の
才
能
が

あ
り
、
そ
れ
を
発
揮
す
る
舞
台
を
与
え
る
」

と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、学
習
力
・
品
格
力
・

文
化
力
の
育
成
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
師
の
資
質
向
上
を
重
視
し
、

大
学
等
と
の
連
携
に
よ
る
研
修
や
自
己
成

長
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
教
育
の
質
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
こ
と
も
印
象
的
で

し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
じ
、
少
子
化
や
人
口

減
少
に
直
面
す
る
本
町
に
と
っ
て
も
、
Ｐ

Ｂ
Ｌ
や
地
域
課
題
解
決
型
の
教
育
な
ど
参

考
と
な
る
点
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
や
現
地
交
流
の
可
能
性

を
検
討
し
つ
つ
、
小
中
一
貫
教
育
の
導
入

の
中
で
国
際
教
育
を
体
系
的
に
組
み
入
れ

る
こ
と
で
、
児
童
・
生
徒
の
主
体
性
を
伸

ば
し
、
地
域
社
会
と
結
び
つ
く
学
び
の
実

現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教育 ものづくり

▲ 学校全体イメージ

▲ 教育理念を説明する陳校長 ▲ 意見交換会の様子

▲ 竹をハンマーで叩いて繊維状にして竹紙づくり

国立台湾工芸研究発展センター クラフトイベント出展
～「 台湾工芸衆（ Taiwan Craft Gathering）」 への参加～

　

令
和
７
年
８
月
29
日
~
８
月
31
日
の
３
日

間
、
三
島
町
と
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
る
国

立
台
湾
工
芸
研
究
発
展
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

工
芸
セ
ン
タ
ー
）
が
主
催
す
る
工
芸
品
の
展

示
販
売
イ
ベ
ン
ト
「
台
湾
工
芸
衆
」
へ
出
展

し
ま
し
た
。
開
催
場
所
は
、
台
湾
の
東
方
、

宜ぎ
ら
ん蘭
県
に
あ
る
「
国
立
伝
統
芸
術
セ
ン
タ
ー
」

（
以
下
芸
術
セ
ン
タ
ー
）
で
す
。
展
示
販
売

を
中
心
に
、
工
芸
交
流
昼
食
会
、
も
の
づ
く

り
体
験
、
実
演
、
国
際
交
流
座
談
会
へ
参
加

し
ま
し
た
。

　

編
み
組
細
工
、
会
津
桐
タ
ン
ス
製
品
の
展

示
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
か
ら
持
っ
て

き
た
見
慣
れ
な
い
素
材
は
多
く
の
方
の
目
を

引
き
ま
し
た
。
ま
た
「
工
芸
交
流
昼
食
会
」

と
い
う
催
し
の
な
か
で
は
、
商
品
説
明
の
機

会
を
い
た
だ
き
、
お
茶
を
習
慣
的
に
入
れ
て

飲
む
文
化
が
あ
る
台
湾
で
は
、
特
に
桐
箪
笥

の
技
術
を
応
用
し
た
茶
筒
、「
茶さ

や綾
」
の
緻

密
な
仕
上
げ
に
感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

　

体
験
は
ヒ
ロ
ロ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
を

実
施
し
、
三
日
間
で
29
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
言
葉
は
通
じ
ま
せ
ん
が
、
身
振
り

手
振
り
で
説
明
を
す
る
と
、
ど
な
た
も
最
後

ま
で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
き
、「
も
の
づ

く
り
」
の
、言
葉
を
介
さ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
可
能
性
を
見
出
す
と
と
も

に
、
本
体
験
を
無
事
成
功
さ
せ
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

体
験
お
よ
び
実
演

　

三
島
町
を
は
じ
め
、
各
も
の
づ
く

り
組
合
の
代
表
や
、
韓
国
か
ら
の
ゲ

ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。
三
島
町
か
ら
は
矢

澤
町
長
が
、
町
の
概
要
と
生
活
工
芸

運
動
、
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
に
つ
い
て

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
時
に

は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
活
動
に
つ
い
て

質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

︹
担
当
者
コ
メ
ン
ト
︺

台
湾
の
方
は
、「
10
人
に
１
人
が
日
本

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
く

ら
い
に
日
本
へ
の
興
味
が
高
く
、
簡

単
な
日
本
の
単
語
が
通
じ
る
こ
と
が

多
い
で
す
。

　

今
後
、
三
島
町
を
訪
れ
る
外
国
の

方
々
と
の
交
流
の
中
で
「
も
の
づ
く

り
」
を
言
葉
以
外
の
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
で
、
三
島
町
の
魅
力
を
伝

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
、
今
回

の
交
流
で
実
感
で
き
ま
し
た
。

国
際
交
流
座
談
会

展
示
販
売
と
工
芸
交
流
昼
食
会

▲ 三島町についての発表

◀
工
芸
交
流
昼
食
会
で
の
商
品
説
明
と
販
売
の
様
子

◀
台
湾
の
人
た
ち
の
関
心
を
集
め
た
も
の
づ
く
り
体
験

台　湾
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まちまちの話題の話題

　8 月 4 日に会津坂下町中央公民館で開催された会津坂下地区防犯
協会連合会定期総会の席上で阿部和彦さん（桧原）が、長年に渡り、
三島町の防犯活動に貢献された事が、優良防犯連絡責任者として表
彰され、石井弘敬会津坂下警察署長から表彰状が手渡されました。
　また総会では、最近の犯罪の概況について警察署から報告があ
り、県内では、なりすまし詐欺が増加しており、令和 6 年は 120 件、
4 億円を超える被害額となっています。警察を名乗る事件が多く、
被害者年齢が若くなっている傾向があります。また管内 6 町村で
は令和 6 年には 93 件の刑法犯が発生しています。

優良防犯責任者表彰として阿部和彦さんが表彰されました

　声を掛け合い、助け合い、皆さんで犯罪が発生のない町にしましょう。

▲ 石井弘敬会津坂下警察署長より表彰を受ける阿部さん

　９月２日、新しくなった三島駐在所の開所を関係者が祝いました。
　三島駐在所は、１８９０年３月１日に西川村駐在所として誕生
し、村や駐在所の合併により、１９７５年に宮下駐在所となり、
１９７７年 12 月に現在の場所に移転しました。
　築約 50 年が経過しており、建て替えに際しては町の景観に配慮
した外観と、スロープや授乳室等を備えた新しい建物に生まれ変わ
りました。
　式では、石井弘敬会津坂下警察署長、樽井貞盛三島駐在所長が挨
拶し、関係者によりテープカットが行われました。

新三島駐在所の開所式が行われました

▲ 開所式でのテープカットの様子

　9 月 10 日は「奥会津編み組細工」が経済産業省指定伝統的工芸
品に認定された日です。　
　これにちなんで、三島町生活工芸運動友の会では毎年「山の神感
謝祭」を開催しています。
　材料をいただいている「山」をはじめとした自然の神々に「毎年
材料を頂ける感謝」、「材料採取での無事への感謝」、「伝統文化を残
せることへの感謝」など、編み組品に関わる様々な感謝の意を込め
て実施しました。
　生活工芸運動友の会五十嵐三美会長からは、「最近は、綺麗な作
品が多いが、三島町の編み組細工は、縄文から続く、力強さが魅力
であり、その力強さを大切に、編み組工芸を伝承していっていただ
きたい」とのお話があり、三島町の編み組細工にかける想いを、参
加者一同が改めて考える機会になりました。

「山の神感謝祭」を開催～三島町生活工芸運動友の会～

燃やせるごみの展開検査実施
まだまだ減らせる！

紙ごみ・生ごみ
　９月 11 日に会津若松地方広域市町村圏整備組合環境
センターと合同で、皆様が普段出している燃えるごみの
一部を取り出し、その内容物を調査しました。20kg ほ
どの調査でしたが、燃えるごみの出し方について傾向が
わかりました。

　上の表から、傾向として紙類の分別と生ごみの減量の余地があることがわかりました。環境センターの所見とし
て「紙類やプラスチック類をひとまとめにしているのに、燃やせるごみに出してしまっている。せっかく分けてい
ただいたのでぜひ資源物に出してほしい」「食品を未開封のまま廃棄しているものが目立った」とありました。町で
はさらに分別が進むようにリサイクルボックスの設置やキエーロ、コンポストの設置を推進していきますので、引
き続きごみの分別をお願いいたします。

種　　別 重　さ 割　合
参考 :R6 年度組合
全体の検査結果

① リサイクル可能な紙類（段ボール、新聞・チラシ、雑誌・
   包装紙、空き箱・飲料容器等）

３．９㎏ ※１９．２％ 13.0％

② リサイクル可能な衣類 ０．６㎏ ３．０％ 0.5％
③ リサイクル可能な容器包装類（プラスチック、ペットボ
   トル、びん等）

１．７㎏ ８．４％ 14.1％

④ 木・竹・わら ０．０㎏ ０．０％ 2.6％

⑤ 厨芥類（生ごみ） ６．６㎏ ３２．５％ 51.6％

⑥ その他のごみ
（上記以外のもの。テッシュ・キッチンペーパー、紙おむつ、
 ゴム皮類、その他のプラスチック製品、燃やせるごみ以外
 のものなど）

７．５㎏ ※３６．９％ 18.2％

計 ２０．３㎏ １００％ 100％

◀
環
境
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
展
開
検
査
の
様
子

◀
チ
ラ
シ
な
ど
は
ま
と
め
て
︑
燃
え
る

　

ご
み
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まちまちの話題の話題まちまちの話題の話題

　９月 14 日、美坂高原において、奥会津フェス実行委員会・只見
川電源流域振興協議会主催による、奥会津フェスが開催されました。
　曇り空の、過ごし易い気候の下、５組の出演者、17 店舗の食品
と、4 店舗の工芸・物産の出店者が、集まったお客をもてなしました。
ライブを楽しむお客さんは、県外からいらしたお客様もおり、美坂
高原とライブ鑑賞をおおいに楽しみ、最後はアンコールに応え、出
演したアーティスト全員がステージにあがり、出演者の１組「Ｄ－
５１」さんの代表曲「NO MORE CRY」を歌い、幕を閉じました。

奥会津フェス　2025

　９月 14 日、市町村対抗軟式野球大会が、小野町の小野あぶくま
球場で開催され、天栄村を相手に、接戦が繰り広げられました。
　序盤、三島町チームは４点を先制しましたが、天栄村チームも必
死に追いすがり同点に。
　三島町チームはホームランで再びリードしましたが、また同点に
追いつかれ、ついに延長タイブレークへ。８回表、先攻の天栄村チー
ムに２点を勝ち越され、三島町チームも８回裏に２死満塁と攻め立
てましたが、あと１本が出ず、５対７で惜敗しました。
　好天の中、非常に白熱した試合となり、終了後は両チームとも健
闘を讃え合っていました。
　出場された選手の皆さん、大会のみならず、仕事終わりや休日の
これまでの練習も含めて、本当にお疲れ様でした。

第 19回市町村対抗県軟式野球大会が行われました

　９月 11 日、三島町町民センター視聴覚室において、国立環境研
究所と地域政策課の共催による、三島町の環境のこれからを考える
ワークショップが実施されました。
　昔と今の三島町の森林環境について自由に意見を出し合い、そこ
から未来に向けて、どのような取組をしていったらいいのかを考え
意見を交わしました。
　環境問題に限らず、様々な意見が出ることで、参加者は昔を懐か
しむとともに、未来について具体的な意見を出していました。

～国環研ワークショップ～

「三島町の環境のこれからを考える」

▲ 出演者全員で「NO MORE CRY」を熱唱

▲ タイムリー 2 塁打を放つ青木武彦選手

　９月 15 日～ 20 日、台湾の大学院生や先生、小学校の先生
など総勢 15 名が三島町に来町され、生活工芸館が提供するヒ
ロロ細工のものづくり体験を受講されました。
　ヒロロ採取の説明から始まり、縄ないや矢羽根編みなどを経
て、「ポーチ」を完成させました。滞在中は町内の店舗や観光
地も散策され、三島町を満喫していただきました。

「台湾工芸ツアー」を生活工芸館にて開催～総勢 15名が来館～

　９月 17 日、金山町のかねやま小学校において、三島町、金
山町、昭和村の小学５・６年生による陸上記録会が行われまし

第 33回両沼西部三町村小学校

体育交流会陸上記録会について

た。
　あいにくの雨模様で濡れたグラウンドでしたが、参加児童はそれぞれ練習し
てきた成果を発揮し、各種競技で頑張っていました。
　最後に行われた４×１００ｍ混合リレーでは、走者は持てる力の限り走り抜
け、三島小Ａチーム、Ｂチーム共に 1 位という結果を勝ち取りました。

　９月 19 日、町民センター大ホールにて「ミサカノヨゾラ」
等のイベントでお世話になっている、渡部潤一先生（国立天文
台天文情報センター長・上席教授）による、「宇宙への挑戦」
という演題の講演会が開かれました。
　広大な宇宙の、美しさ、魅力、不可思議さについて様々な話
を聴いた三島小・中学校の生徒からは、沢山の質問があがり、
渡部先生も驚かれていました。
　東北地方で初の星空保護区を目指す三島町の将来を担う子ど
もたちが、これほどまでに星空への関心を持っていることが大
変感動的でした。

星空教室（渡部潤一先生講演会）の開催 ◀ 

次
々
と
質
問
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あ
が
る
子
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三
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手
作
り
の
星
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▲ 役場庁舎前での記念撮影

▲ 健闘した三島町チームの選手
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　【間方】歩く県道美女峠の草刈り行われる（９月６日～７日） 菅家　壽一さん

　9 月 6 日・7 日の両日、間方から昭和村へ通じる美女峠（県道小林～
宮下停車場線）において草刈り作業が行われました。
　この作業は、道路の管理者である県から町に委託された事業を、地区
が主体となって実施しているものです。今回は高姫清水までの約 5km
の区間を、地区の 8 名が参加して作業しました。参加者は慣れた手つき
で刈払い機を操作し、道を覆っていた雑草が次々に刈り取られていきま
した。
　只見川沿いの道路や鉄道が整備される以前は、銀山街道（会津若松

　【桧原】「桧原健康を守る会」研修旅行（９月７日） 阿部　和彦さん

　桧原健康を守る会は毎年９月の第１日曜日に研修旅行を行っています。今年は
新潟県新潟市・燕三条市・阿賀野市を中心に 19 名で出かけて来ました。
　最初は「新潟県立植物園」で日本最大規模の熱帯植物ドーム約 550 種 4000
株の植物と企画展「日本昔ばなし」に関する植物展を見学しました。次に三条燕
市の名産品である金物を展示格安販売している「ストックバスターズ」で調理用
具の刃物やフライパン、便利品の米研ぎ棒、ビアタンブラー等を買い求めました。
　昼食は「新潟ふるさと村」のフードコートで地元の名物料理「たれかつ」・「海
鮮丼」・「へぎ蕎麦」を味わい、店内でお土産品や家族へのお買い物を満喫しました。
　最後に、安田ヨーグルトの工場直営ショップ「Y&Y ガーデン」に立ち寄り帰路
へとつきました。
　参加者の皆さんは植物の見学や新潟名物の食事やお買い物など、盛り沢山で楽
しい旅行でした。

町民記者通信町民記者通信

～銀山峠～石神峠～美女峠～吉尾峠～只見町）が主要な交通路であり、間方と野尻の間では美女峠を通じて仕
事や生活の交流も盛んに行われていました。
　県では、現時点で自動車道の整備が困難であることから、「歩く県道」として草刈りや道普請を行い、歴史と
伝説を持つ美女峠の活用を推進しています。
　江戸時代に巡見使に随行し美女峠を越えた古

こしょうけん

松軒は、「ここの楓は竜
た つ た

田（奈良）や高
た か お

雄（京都）よりも素晴らしい」
と記しています。間方側の峠道は緩やかな勾配で道幅も広く、並んでおしゃべりしながら歩ける点が魅力です。
　なお、11 月 9 日には、紅葉に彩られた楓の中を歩く「高姫清水往復トレッキング」が、かしゃ猫クラブ主催
で開催されます。皆さまのご参加をお待ちしております。

	 	　【滝原】二百十日のおこもり（８月31日） 佐久間　絹江さん

　立春から数えて二百十日目の８月 31 日、駒形神社では、宮司に足
を運んで頂き、ご祈祷して頂きました。
　田畑の収穫を迎える大事な時期に台風や大雨による被害が多発しな
いよう、無事に実り多い秋を迎えられますよう、心を込めて祈り、神
前にて御神酒を酌み交わしました。

　【西方】「秋の人足」なくては、ならぬ（９月７日） 本名　与四郎さん

　９月７日の午前８時から 11 時 30 分頃を目安に西方地区において「秋の
人足」が行われました。
　今夏は、全国的に猛暑による熱中症や日本だけでなく海外でも地球規模
の温暖化による自然災害で多くの尊い人命が失われたり、甚大な家屋の損
壊がテレビ、新聞等報道されたりしましたが、西方地区においては大きな
被害は報告されていないということでした。
　当日は早朝から太陽が雲の間から顔を覗かせ、暑過ぎるくらいとなり、
作業の途中途中に水分補給が欠かせませんでした。14 隣組がそれぞれの分
担された箇所に分かれて作業を開始しました。普段あまり通ることがほと
んどなくなった農道や林道の雑草は、暑さの影響もあり、大人の腰元ほど
に伸びきっていました。
　どの隣組でも、草刈り機のエンジン音が各箇所で鳴り響いていました。
草刈り作業の移動途中には、人家の裏の畑に熊が連日にわたり出没し、足
跡がくっきりと残されていました。また、休憩の合間に、松茸は森林伐採
による環境の変化にとても敏感で生育しない話や宮下の荒屋敷地区で出土
された土器などのほかに、縄文当時の稲束が実在していたものの、写真等
のデータが残っていないことの話、銭森長者跡の周辺で多くの土器、副葬
品である土偶がほとんどそのままの形で出土し、土偶の作られた由来の話
など古代ロマンにタイムスリップすることができました。多種多様な町や
町外情報を多く聞くことができました。
　秋の人足によって、地域の環境美化だけでなく､ 地区民の心の交流や情
報交換を深めることができた半日となりました。

「人足は　心の交流　人を知る」

「村道に　歴史を感じ　

 地区を知り　古代ロマンに

 思いをはせる」

　【早戸】早戸温泉遊歩道整備実習が行われる（９月11日～ 15日） 橋本　光五郎さん

　今年で 16 年目となる東北芸術工科大学建築・環境デザイン学科の「早
戸温泉遊歩道整備実習」が、9 月 11 日から９月 15 日までの４泊 5 日で実
施されました。
　この活動は、東北芸術工科大学と佐久間建設工業、早戸地区の三者が協
力して行っている活動で、三島町からは「早戸地区の景観・環境整備事業」
として「地区支援事業補助金」の支援も受けて実施しています。
　今年度は、早戸温泉入口の「旧盛川屋」跡地から遊歩道を結ぶルートの
整備を目標に活動を行いました。時間と天候の関係でルート全てを整備す
ることはできませんでしたが、学生さん達が頑張ってくださり「旧盛川屋」
側の入り口の石垣と階段、遊歩道側の入り口となる部分への階段設置、そ
して最大斜度が 45 度近くあった難所に階段とデッキを整備することができ
ました。残された部分は、次年度以降の活動に引き継がれていきます。
　まだ歩き難い箇所が残されていますが、遊歩道を訪れる機会がありまし
たら歩いていただけたらと思います。

　なお、活動の様子は「遊歩道から早戸を元気にする会」の Instagram にアップしていますので、
お時間がある時に見て頂ければ幸いです。Instagram をご利用の方は、右記の QR コードからア
クセスできます。
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　【宮下】三島神社祭礼～神輿渡御、こどもみこし、山車巡～（９月13日） 小島　純さん

　宮下地区の三島神社御祭礼が９月 13 日に行われました。
　当日、天候悪化が心配されましたが、午前 11 時より三島神社社殿において厳
かに例大祭が厳かに執り行われ、秋まつりが始まりました。
　御神輿が神社を出発。山車を先頭に町内を巡行し、町内２ヶ所において神事が
行われ、五穀豊穣や町内安全が祈願されました。
　先導する山車には、この日のために毎晩神社に集まり、太鼓、笛などの練習を
重ねてきた、保育所から高校生までの子ども達が乗り込み、その成果を町の方々
に披露しました。
　午後１時30分からは子どもみこしが神社を出発し、山車を先頭に町内を巡行し、
各所において「わっしょい！、わっしょい！」と大きく元気な声が響き渡りました。
　夜６時 30 分からは山車で太鼓や笛を鳴らしながら、夜の行事の周知を図って
町内を練り歩きました。
　山車が活性化センター広場に到着すると、「商品付仮装豊年踊り」が始まり、
集まった方々は、楽しく踊りの輪に加わっていました。また、それぞれに趣向を
凝らした個人、団体の仮装が参加し、踊り会場は楽しい雰囲気に包まれました
　次第に秋の気配が深まる中、楽しい秋まつりの１日でした。

　【西方】子ども神輿と豊年踊りで地区元気！（９月13日） 本名　与四郎さん

　９月 13 日の例年行われている西方地区の「子ども神輿」は早朝から雨模様の
あいにくの天候でしたが、子ども御輿の出発時刻の午前 10 時頃には曇り空とな
り予定通り行うことができました。
　地区の小学生が一人もいないために、子ども御輿に携わってこられたＯＢの子
ども御輿組の皆さんが２週間前からふるさとセンターに夜、集合し、神輿につけ
る花飾りを色とりどりに作ったり、豊年踊りの笛や太鼓などの練習をしたりして
当日を迎えたということでした。
　子ども神輿は旧児童館近くの郷倉から加登屋さんまでの直線の道のりを「ワッ
ショイ、ワッショイ」とお祭りがあると聞いて集まった地区の小さなお孫さん達
も参加しました。お父さんやお母さんと一緒に大きなかけ声に合わせて練り歩き

 「子ども御輿　やらなきゃだめよ　地区元気」

「仮装して　今夜はヒロイン　変シ～ン！」

ました。また、大学生で今年、町の成人式にも出席した、二瓶宗悟
さんも大きな団

う ち わ

扇を勢いよく振ったり、小さな子どもたちを誘導し
たりして、子ども御輿を盛り上げました。
　夜、午後７時 30 分になると五穀豊穣を願い「豊年踊り」も開催

　【桧原】秋の春日神社例大祭とおこもり（９月14日） 阿部　和彦さん

　桧原の春日神社例大祭祭典奉仕が神社本殿において、午前 10 時から神社総代、
地区役員、地区住民 10 名の出席で斉行されました。
　前日と早朝から神社総代により参道周辺の草刈りや本殿の清掃が行われ、境内
に祭りの旗が挙げられました。
　青木則勝宮司による祭典が厳粛に執り行われ、阿部通利総代長と氏子代表の区
長代理が玉串奉奠後に地区の繁栄、五穀豊穣、健康と安全を祈願しました。
　その後、直会の前に青木宮司より玉串奉奠の作法や秋祭りの歴史について有
り難いお話がありました。午後７時からの「おこもり」は６名の参加で実施され、
この夏の厳しい暑さや雷雨、農作物の出来具合、昔の出来事等の話題に花が咲き
ました。

	 	　【滝原】駒形神社例祭（９月14日） 佐久間　絹江さん

　早朝７時より境内の清掃を行い、10 時より地区の方々が参集して、
神前にて今までの無事とこれからの家内安全、五穀豊穣を願い、祈り
を捧げました。
　さらに 11 時からは飲食を共にしながらゲームを楽しみました。
　当初は戸外でのグランドゴルフを予定していましたが、悪天候のた
め、林業センター内で輪投げを行い、久しぶりのゲームに、賑やかな
笑い声が響きました。

されました。今年も趣向を凝らした団体の仮装や個人による仮装が多く出場し、会場は楽しい雰囲気に包まれま
した。子ども神輿と豊年踊りで地区民に元気と笑顔と喜びを与えた初秋の一日となりました。

「私たちのたからもの」～母校に贈る黒板アート～
　９月 25 日、三島小学校に、卒業生の本名円佳さんにより黒板アートが贈られました。
　秋田の美術大学でコミュニケーションデザインを専攻する本名さんは、先日実施された「二十歳を祝う会」に
おいて、三島町のために、アートを通じて何かをしてみたいという想いを語られました。
　そこで、自身の得意分野である絵と、西会津の芸術村で黒板アートを描いた経験を基に、JR 第一只見川橋梁、
かしゃ猫、桐子など、三島町らしいモチーフを黒板に描いてくださいました。６時間× 5 日で、計 30 時間もの
時間を費やした大作です。
　画材は、普通の学校で使用するチョークに自身で用意されたパステルを足し、明るい色味の、かわいらしい画
風の作品になりました。

　若い人の少ない三島町ですが、こうして三島町で育った若い世代が、ふるさとに戻ってふるさとのために何か
を残すというのは、なんとも嬉しいものです。
　本名さんは、これからも機会があれば三島町のために、専門であるアートを活かし関わっていきたいと、熱い
気持ちを語っておられました。
　本名さんに限らず、これからも、三島町の若い世代の方が町のために何かを残してくれることで、町に新しい
風が吹くことをどこか期待してしまう活動でした。　

▲ 黒板アート「私たちのたからもの」（本名円佳さん制作） ▲ 本名円佳さん
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町民センターゆめぽけっと

図書のご案内図書のご案内

問	公民館		☎（48）5599

●図書の紹介●図書の紹介

●今月のおすすめ●今月のおすすめ
熊谷　頼佳　著

過疎ビジネス

横山　勲　著

2030-2040 年　医療の真実

　高齢者医療を支えてきた中規模病院
が、次々に破綻している。コロコロと変
わる厚労省の政策に翻弄され、著者の病
院も一時は破綻寸前まで追い込まれた。
本書は、高齢化した下町の病院長だから
こそ見える医療制度の過酷な実態を明ら
かにし、この国の医療と介護をダメにし
た原因を指摘。日本の医療崩壊を大胆に
予測する。あと５年で行き場のないお年
寄りが街に溢れることになる。地獄を回
避したいなら、いまが最後のチャンスだ。

健康で元気な毎日！
vol.103

町民課保健福祉係　☎ 48-5565

「色の濃い野菜」

食べていますか？

８月上旬に開催された健診結果説明会では、参加された皆さんから「トマト１個（150g）で 1日分の
緑黄色野菜（色の濃い野菜）になるの？意外と少ない！」という驚きの声が聞かれました。

　夏は畑で作ったトマトやピーマン、オクラなどを収穫し、豊富に食べることができた緑黄色野菜。
秋から冬は「畑で収穫できないから緑黄色野菜をあまり食べていない」というお話をよく聞きます。
　緑黄色野菜は “ビタミン A”“ ビタミン C”“ ビタミン E” という栄養素を豊富に含みます。これらは、
たんぱく質（卵、乳製品、肉、魚、大豆製品）を皆さんの身体に作り変えるために欠かせないとても
重要な栄養素。丈夫な血管を作ってくれるのも、緑黄色野菜です。動脈硬化を防ぎ、大病をせず毎日
元気に過ごすために、意識して緑黄色野菜を摂り入れましょう！

地
域
お
こ
し
協
力
隊

ク
マ
の
冤
罪
⁉
真
犯
人
は
誰
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
亮

活
動
誌

　

皆
さ
ん
︑
こ
ん
に
ち
は
︒
鳥
獣
対
策
専
門
員
の

鈴
木
で
す
︒
早
い
も
の
で
私
が
三
島
町
で
働
く
よ

う
に
な
り
丸
２
年
が
経
ち
ま
し
た
︒
こ
の
２
年
の

間
に
町
内
の
鳥
獣
情
勢
は
驚
く
ほ
ど
変
化
し
て
い

て
︑
今
後
ど
う
変
化
し
て
い
く
の
か
不
安
も
あ
り

ま
す
が
︑
残
り
１
年
間
の
任
期
も
全
力
を
尽
く
す

所
存
で
す
︒

　

話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
︑
最
近
面
白
い
現
場
が

あ
っ
た
の
で
︑
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
︒ド

ン
グ
リ
の
被
害
＝
ク
マ
の
仕
業
か
？

　
﹁
道
路
に
ド
ン
グ
リ
が
大
量
に
落
ち
て
い
る
﹂

と
連
絡
を
受
け
現
場
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
︑
確
か

に
道
路
に
は
大
量
の
ド
ン
グ
リ
が
落
ち
て
い
て
︑

木
の
枝
も
２
︑３
本
折
れ
て
い
ま
す
︒
犯
人
は
ド

ン
グ
リ
を
食
べ
に
来
た
ク
マ
か
と
思
っ
た
の
で
す

が
︑
そ
れ
に
し
て
は
ド
ン
グ
リ
が
食
べ
ら
れ
ず
に

残
っ
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
り
ま
し
た
︒
よ
く
見

る
と
落
ち
て
い
る
の
は
ド
ン
グ
リ
と
葉
が
付
い
た

枝
の
先
端
部
分
ば
か
り
で
︑
ど
の
枝
に
も
刃
物
で

﹁
チ
ョ
ッ
キ
リ
﹂
切
っ
た
よ
う
な
跡
が
つ
い
て
い

ま
す
︒
ま
た
︑
木
の
幹
に
も
ク
マ
が
登
っ
た
よ
う

な
爪
痕
が
な
く
︑
い
よ
い
よ
ク
マ
の
仕
業
か
怪
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
︒

犯
人
の
正
体
は
？

　

調
べ
た
と
こ
ろ
犯
人
は
﹁
ハ
イ
イ
ロ
チ
ョ
ッ
キ
リ
﹂
と

い
う
小
さ
な
虫
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
︒
こ
の
虫
は
ド
ン
グ

リ
に
卵
を
産
み
付
け
て
枝
を
切
り
落
と
す
習
性
を
持
ち
︑

枝
を
き
れ
い
に
切
る
こ
と
か
ら
名
前
が
付
い
た
そ
う
で

す
︒
枝
が
折
れ
た
の
は
虫
の
仕
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け
て
数
日
間
観
察
し
た
と
こ

ろ
ク
マ
が
来
る
様
子
が
な
く
︑
何
ら
か
の
自
然
現
象
で
折

れ
た
と
思
わ
れ
ま
し
た
︒

　

こ
の
よ
う
に
し
て
今
回
は
ク
マ
の
冤
罪
？
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
︒

　

自
分
が
警
察
官
だ
っ
た
こ
ろ
︑
鑑
識
の
方
か
ら
﹁
物
は

嘘
を
つ
か
な
い
﹂
と
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
︑

生
き
物
が
残
す
痕
跡
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
︒
鳥
獣
被
害
対
策
に
お
い
て
︑
痕
跡
か
ら
生

き
物
を
特
定
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
︒
パ
ッ
と
見

の
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
︑
現
場
で
の
観
察
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

道路に落ちた大量のドングリ。

クマを疑いたくなるが…。

鮮やかな切り口！

これはクマの手口ではない。

これがハイイロチョッキリ。

長い口でドングリに穴を開ける。

写真 ： PhotoAC

介護未満の
父に起きたこと

ジェーン・スー　著

舟を編む

三浦　しをん　著

マインクラフト
なぞの日記

ムア・ラファティ　著

　10 月 24 日㊎に「あづま号」がやってきます。
　あづま号から図書を借りて返却がまだの方は 10 月 19 日㊐までに
返却してください。
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ふれっく国環研だより
「学んで楽しい！三島町×国環研の環境教室」

第 86 回

　三島町のみなさま、こんにちは。今回は8月23日に三島町と国立環境研究所との共催で行われた環境教室「ふしぎ発見！

わくわく体験」についてレポートいたします。

問国立環境研究所福島地域協働研究拠点　

　	地域環境創生研究室　☎ 0247（61）6572筆者　常
ときわ

盤  達
たつひこ

彦

　「田んぼダム模型」は、水田を活用した水害対策である「田んぼダム」の仕組みを模型で学ぶプログラムです。（田ん

ぼダムについて詳しく知りたい方はこちら「田んぼダムで洪水を防ぐ？」https://www.nies.go.jp/fukushima/magazine/

oshiete/202208.html）

上流に田んぼ、下流に街並みを模した模型の上から雨に見立てた水を流すと、普通の田んぼでは降った雨が田んぼから

そのまま流れでて川があふれてしまうのに対し、田んぼダムの装置を入れた田んぼでは、流れでる水の量を調節するこ

とで一時的に田んぼ内に水を貯めることで川へ流れる水を減らし、洪水を防ぎやすくすることができます。

模型に実際に水を流すことで、直感的に子どもたちは洪水の様子を学ぶことができました。田んぼがお米を作る場所だ

けでなく、洪水対策の役割もあることを学べたのではないでしょうか。

▲3Dふくしまの展示（左）と田んぼダム模型に水を流している様子（右）

　環境教室は三島町町民センター大ホールで行われ、国環研からは環境について楽しく学ぶことができる様々なコンテン

ツを用意し、三島町の子どもたち 8名、付き添いの大人４名に体験してもらいました。昨年の町文化祭でも展示した 3D

ふくしまのほかに、新たに「田んぼダム模型」と「適応すごろく」というコンテンツを用意しましたので今回はそちらを

ご紹介します。

町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り

第117回
「
地
方
財
政
調
整
交
付
金
」
切
望
の
意
見
書

ご
家
庭
に
古
い
文
書
や
写
真
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
︑
交

流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

　
　
　
　
　
　

☎︵
52
︶２
１
６
５

近
年
の
三
島
町
に
お
け
る
歳
入
の
う
ち
︑
財
源
と
し
て
最
も
多
い
の

は
地
方
交
付
税
と
な
り
ま
す
︒
こ
の
地
方
交
付
税
の
制
度
は
昭
和
29
年

︵
１
９
５
４
︶
か
ら
の
も
の
で
︑
そ
の
前
身
と
い
え
る
地
方
財
政
平へ
い
こ
う衡
交
付

金
が
昭
和
25
年
︵
１
９
５
０
︶
に
︑
そ
の
前
々
身
と
も
い
え
る
地
方
配
付

税
は
昭
和
15
年
︵
１
９
４
０
︶
に
成
立
し
ま
し
た
︒

　

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
︑
地
方
配
付
税
成
立
か
ら
５
年
前
の
昭
和
10
年

︵
１
９
３
５
︶︑
西
川
村
外
二
ヶ
村
組
合
会
議
長
の
渡
部
禎
二
氏
が
︑
都
市

と
地
方
の
経
済
的
な
不
均き
ん
こ
う衡
を
是ぜ
せ
い正
す
る
た
め
︑
地
方
財
政
調
整
交
付
金

制
度
を
速す
み

や
か
に
実
施
す
る
こ
と
を
望
む
意
見
書
を
︑
内
閣
総
理
・
内
務
・

大
蔵
各
大
臣
宛
に
提
出
す
る
こ
と
を
議
会
に
諮は
か

っ
た
時
の
も
の
で
す
︒

議
案
第
一
二
号

　

地
方
財
政
調
整
交
付
金
制
度
確
立
促
進
ニ
関
ス
ル
意
見

　

書
提
出
ノ
件

地
方
財
政
調
整
交
付
金
制
度
確
立
促
進
ニ
関
シ
左
記
意
見

書
ヲ
関
係
大
臣
ニ
提
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　

昭
和
十
年
三
月
二
日　

提
出

　
　
　
　

西
川
村
外
二
ヶ
村
組
合
会
議
長　

渡
部
禎
二

　
　

左
記

　
　
　

意
見
書

地
方
財
政
調
整
交
付
金
制
度
ヲ
速
す
み
や
かニ

設
定
セ
ラ
レ
ン
コ
ト

ヲ
望
ム

　

理
由

近
時
町
村
財
政
ハ
法
令
其
ノ
他
ニ
依
ル
義
務
負
担
ノ
増ぞ
う
す
う嵩

ト
財
源
ノ
枯こ
か
つ渇
ト
ニ
依よ

リ
殆
ほ
と
ん
ト
経
理
不
能
ニ
陥
お
ち
い
リ
今
ヤ
寔
ま
こ
と

ニ
憂う
れ

フ
ベ
キ
情
勢
ヲ
以も
っ

テ
推
移
ス
ル
ノ
止や

ム
ナ
キ
状
態
ニ

在
リ
之
ヲ
匡
き
ょ
う
き
ゅ
う

救
シ
国
民
負
担
ノ
不
均
衡
ヲ
是ぜ
せ
い正

ス
ル
ハ
当ま
さ

ニ
刻こ
っ
か下

当
面
ノ
喫き
っ
き
ん緊

要
務
タ
リ
、
政
府
ハ
宜よ
ろ

シ
ク
地
方
自

治
体
ノ
財
政
力
ト
税
源
分
布
ノ
実
情
ニ
鑑

か
ん
が
ミ
速

す
み
や
かニ
地
方
財

政
調
整
交
付
金
制
度
ヲ
実
施
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
ス

右
町
村
制
第
四
十
三
条
ニ
依
リ
意
見
書
提
出
候
そ
う
ろ
う

也な
り

　

昭
和
十
年
三
月
二
日

　
　

福
島
県
大
沼
郡　
　
　
　
　

組
合
会
議
長
渡
部
禎
二

　

内
閣
総
理
大
臣　

岡
田
啓
介　

殿

　

内
務
大
臣　

後
藤
文
夫　

殿　
　

各
通

　

大
蔵
大
臣　

高
橋
是
清　

殿

　

経
緯
と
し
て
は
︑
ま
ず
昭
和
７
年
︵
１
９
３
２
︶
に
内
務
省
官
僚
に
よ

り
﹁
地
方
財
政
調
整
交
付
金
制
度
要
綱
﹂
の
案
が
発
表
さ
れ
︑
昭
和
９
年
︑

10
年
の
国
会
で
衆
議
院
か
ら
法
案
が
提
出
︑
衆
議
院
は
通
過
し
た
も
の
の
︑

大
蔵
省
の
反
対
意
見
等
で
貴
族
院
で
は
審
議
未
了
と
な
り
ま
し
た
︒
そ
う

い
っ
た
背
景
の
な
か
で
︑
一
地
方
自
治
体
で
あ
る
組
合
村
で
も
﹁
意
見
書
﹂

と
い
う
形
で
国
に
要
望
す
る
に
至
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
︒

　

役
場
日
誌
を
読
む
と
︑
昭
和
11
年
４
月
９
日
︑
11
月
19
日
に
本
件
に
つ

い
て
の
協
議
の
た
め
︑
そ
れ
ぞ
れ
坂
下
町
︑
本
郷
町
に
吏り
い
ん員
が
出
張
︑
12

月
６
日
に
は
福
島
県
の
地
方
課
の
吏
員
が
本
件
の
調
査
の
た
め
来
村
し
て

い
ま
す
︒

　

関
連
し
て
︑
昭
和
12
年
の
役
場
日
誌
に
は
﹁
地
方
財
政
補
給
金
﹂
に
つ

い
て
の
打
ち
合
わ
せ
︑
事
務
指
導
会
︑
そ
し
て
財
政
監
査
執
行
に
つ
い
て

の
記
述
が
あ
り
ま
す
︒
こ
の
補
給
金
は
農
村
救
済
の
た
め
︑
昭
和
11
年
度

か
ら
臨
時
に
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
︑
12
年
度
に
は
１
億
円
規
模
の
予
算
を

計
上
し
︑
道
府
県
︑
市
町
村
に
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
︒

参
考
文
献　

藤
田
武
夫
﹁
日
本
に
お
け
る
地
方
財
政
調
整
交
付
金
の
発
達
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

			　
︵
町
史
編
さ
ん
室
︶

▲ 地方財政調整交付金制度確立促進ニ関スル意見書提出ノ件

※
引
用
文
の
旧
字
は
常
用
漢
字
に
修
正
し
︑
難
読
字
に
は
ル
ビ
を
振
っ

　

て
い
ま
す
︒

西
川
村

原
谷
村

三
谷
村

　また高学年向けとして体験してもらった「適応すごろく」は、国立環境研究所の気候変動適応センターというところ

がつくったゲームで、地球温暖化を進めないように CO₂（二酸化炭素）の排出を抑えながら、温暖化によって起こる様々

な影響に適応することをすごろく形式で学ぶものです。サイコロをふってゴールを目指しながら、どんなことで CO₂ の

排出が増えてしまう（もしくは減らせる）のか、どういった適応策があるのかを知ることができます。また、プレイヤー

の行動によって、ゲーム世界での気温上昇が 1.5℃になるのか 4℃になるのかが分かれますので、どういう世界を目指す

のか、プレイヤー同士の協力や駆け引きがあるのもこのゲームの面白いところかもしれません。

　今回は 5年生 2人と大人 2人のチームとなりまして、序盤はスゴい勢いで CO₂ が増えましたが、チームの協力もあっ

て少しずつ減らすことができ、無事 1.5℃の世界に入ることができました。チーム内でも色々とお話をしながら進められ、

盛り上がったゲームとなりました。

　ほかにも環境に関する〇×クイズをしたり、3Dふくしまのプロジェクションマッピングでも使っている仕組みを体験

できるミニプロジェクターというペーパークラフトをつくってもらったりと、みなさんには我々が用意したコンテンツ

をたくさん体験してもらいました。

　これからも国立環境研究所福島拠点では子どもから大人まで、環境についてわかりやすく学べ

るようなコンテンツを作り続けていきますので、三島町のみなさんにまたお見せできればと思っ

ております。
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社  会  福  祉  協  議  会  よ  り 
Inform

ation

　自衛隊では、下記のとおり、高等工科学校生徒推薦受験及び一般受験により、新規隊員を募集しております。
　応募希望者は、下記の連絡先に、ご連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　【問合せ先】		自	衛	隊		福	島	地	方	協	力	本	部会	津	若	松	出	張	所　☎ 0242（27）6724

会津坂下警察署からのお知らせ

　警察を名乗って電話をかけ、ＳＮＳに誘導するな
どして「逮捕する」などと言って脅す、警察手帳や
逮捕状を示すなどと、捜査等を名目にお金をだまし
取る「ニセ警察詐欺」が多発しています。

問会津坂下警察署警務係　☎ 0242（83）3451

ニセ警察詐欺にご注意を！！

問会津坂下消防署　三島出張所		
☎	（52）3032 ／ FAX（52）3033

消 防 署 か ら の お 知 ら せ

全国で水害、土砂災害が発生しています！

　近年、水害や土砂災害の被害が、多く発生しており
ます。2019 年 10 月に発生した「令和元年東日本台風」
とその 2週間後に発生した大雨により福島県も大きな
被害を受けました。
　自然災害から自分の命と大切な人の命を守るためい
ざというときに備えましょう！

自 衛 隊 員 の 募 集 に つ い て

確認中

お悔み申し上げます
小　松　文　子　様（96 才・西				方）

町の人口と世帯（９月１日現在）

町　か　ら　お　知　ら　せ

10月分納税のご案内

【納期限　10月31日㊎】
▼  町県民税     　　　（普通徴収）（第3期）

▼  後期高齢者保険料   （普通徴収）（第3期）

　  忘れずに納付してください。

問町民課		町民係		☎（48）5555

　
　

Inform
ation

※住民基本台帳による数値です。増減数は前月との
比較、出生・死亡・転入・転出は前月1カ月間に届
出のあった人数です。

人口 1,295

増
減
数

-11 出生 0

男 657 -5 死亡 3

女 638 -6 転入 0

世帯 664 -6 転出 8

ご寄附ありがとうございました（8月分）

　　寄附件数 13件　計 122,000 円

ふるさと納税

大石田友遊サロン
10月６日㊊
午前 10時から
大石田集会所
桧原はつらつクラブ
10月７日㊋
社会見学
浅岐あったかサロン
間方いきいきクラブ
10月 10 日㊎
社会見学
サロンないり
高清水いきいきサロン
10 月 14 日㊋
社会見学
サロンなごみ
10月 16 日㊍
午前 10 時から
西方ふるさとセンター

ひまわりサロン
大登サロン
10月 17 日㊎
社会見学

滝谷和楽塾
川井友愛サロン

10月 21 日㊋
社会見学

西方ほがらかサロン
10月 24 日㊎
午前 10時から
森の校舎カタクリ
桧原はつらつクラブ
11月４日㊋
午前 10時から
桧原集会所

中　島　登美江　様（茨城県）

愛ばんしょ外来からのお知らせ

問福島県立宮下病院　☎（52）2321

渡　部　喜代志　様（99 才・高清水）

◆  心配ごと相談  ◆
10 月 29 日㊌　福祉センター

午前９時 30分から午前 11時 30 分まで

町社会福祉協議会へのご寄附
（ご遺志によるもの）

小　松　　元　　様（西方）

　渡　部　喜美子　様（高清水）

	問社会福祉協議会　☎（52）3344

　三島町ケーブルテレビ	三島通信で健康教室を放送中
です。
　10	月	は「慢性腎臓病について」です。
　ぜひご覧ください

愛ば んしょ外 来 からのお 知らせ

問福島県立宮下病院　☎（52）2321

喘息について
　　　　　　　　　　　宮下病院　内科　渡辺　綾
　季節の変わり目で寒暖差が大きくなる時期になりま
した。長引く咳が気になる方は「喘息」に注意が必要
です。喘息の特徴は、気温差や夜間～明け方に咳が悪
化し、運動や会話などで咳が止まらなくなります。さ
らに悪化すると「ゼーゼー」とした喘鳴や息苦しさが
見られ、呼吸がうまくできず重篤になることもありま
す。秋は喘息が悪化する季節であり、このような症状
が気になる方は医療機関を受診し、適切な治療を受け
ましょう。

・ 警察が、電話で捜査対象となってることを伝
 えることはありません。
・ ＳＮＳで、警察手帳や逮捕状の画像を送った
 り、ビデオ通話をすることはありません。

　犯人は、＋（プラス）から始まる国際電話番号を
使用していることがあります。
　国際電話の発着信は、無償で休止できます。
　また、次のような電話番号の偽装も確認されてい
ます。
・ 正規の警察署の電話番号
・ 末尾が 0110

　 怪 し い 電 話 が か
かってきたら、落ち
着いて一旦切り、最
寄りの警察署にご相
談ください。

募集職種 資 格 受付期間 試験期日 将来の展望

高
等
工
科
学
校
生
徒

推
薦

男子中卒（見込含む）

17 歳未満の成績優秀かつ生徒会活動等に顕

著な実績を修め、学校長が推薦できる者

令和７年 10 月１日～ 11 月

28 日

令和８年 1 月 10 日～ 12 日

＊いずれか１日を指定されます。

　将来、陸上自衛隊において、高機能化・

システム化された装備品を駆使・運用す

るとともに、国際社会においても対応で

きる自衛官となる者を養成します。

身分は、特別職国家公務員「生徒」で、中

学校卒業等を対象とし、手当ての支給を

受けながら高等学校教育等を受ける制度

です。

一

般

男子中卒（見込含む）

17 歳未満の者

令和７年 10 月１日～令和８

年１月 15 日

１次試験

令和８年１月 24 日・25 日

※いずれか一日を指定されます。
２次試験

令和８年２月 12 日～ 15 日

＊いずれか一日を指定されます。

上　野　太　郎　様（栃木県）
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大
型
化
、
線
状
降
水
（
雪
）
帯
に
よ

る
豪
雨
豪
雪
が
頻
発
し
て
い
る
ば
か

り
で
な
く
、
コ
ロ
ナ
な
ど
、
世
界
規

模
で
蔓ま

ん
え
ん延

す
る
感
染
症
は
今
な
お
脅

威
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

発
生
要
因
も
、
解
決
策
も
未
だ
見

え
な
い
こ
の
状
況
の
中
、
我
々
に
は

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　

猪
苗
代
町
が
生
ん
だ
「
医
聖
・
野

口
英
世
」
は
「
我
々
が
変
え
ら
れ
る

の
は
、二
つ
あ
る
。
一
つ
は
自
分
自
身
、

も
う
一
つ
は
未
来
だ
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
言
葉
を
深
読
し
、
次
の

よ
う
に
考
え
ま
す
。

　

組
織
体
制
で
も
、
民
主
主
義
で
も

な
く
、
我
々
が
背
負
う
三
島
や
会
津

の
歴
史
や
伝
統
、
文
化
。
そ
れ
ら
を

深
堀
り
し
、
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
様
々

な
も
の
を
学
び
取
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
す
。

　
　
　
　

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成

　

昭
和
45
年
頃
か
ら
過
疎
化
・
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
策
が
論
じ
初
め
ら
れ
、

そ
の
政
策
課
題
解
決
の
た
め
に
、
町
村

振
興
計
画
、
過
疎
計
画
そ
の
他
様
々
な

振
興
計
画
が
立
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
は
市
町
村
に
振
興
計
画
を
作
成

さ
せ
る
こ
と
で
政
策
を
見
え
る
化
し
、

過
疎
債
、
交
付
金
、
補
助
金
を
創
設

し
て
、
財
政
制
度
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
市
町
村
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
、

過
疎
と
い
っ
た
社
会
現
象
に
対
し
て

市
町
村
も
国
も
非
常
に
危
機
感
を

持
っ
て
い
た
こ
と
も
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
国
や
道
府
県
そ
し

て
市
町
村
あ
げ
て
こ
の
よ
う
に
過
疎

化
、
高
齢
化
等
の
脱
却
に
取
り
組
み

な
が
ら
脱
却
で
き
て
こ
な
か
っ
た
の

か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
の
財
源
を
投
入
し
、
何
故

結
果
を
出
せ
ず
全
体
と
し
て
人
口
が

減
少
し
て
い
く
の
か
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
異
常
気
象
に
よ
る
台
風
の

町
長
日
記

「
地
域
の
歴
史
よ
り
学
び
、
未
来
を
築
く
」

№108
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